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そ
う
い
っ
た
こ
と
も
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
に
か
く

教
育
が
い
か
に
大
事
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
み
じ
み

と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

伝
え
る
の
が
我
々
年
老
い
た
者
の
務
め
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記 

鳥
取
県 

 

森 

田 

東 

明 
 

 

  

は
じ
め
に 

終
戦
か
ら
六
十
年
近
く
た
っ
た
今
日
、
学
業
を
六
カ
月

繰
り
上
げ
て
卒
業
し
、
直
ち
に
兵
役
に
就
き
、
そ
の
間
、

い
く
た
び
か
生
死
の
岐
路
に
立
ち
、
幸
か
不
幸
か
生
き
延

び
て
今
日
、
こ
の
日
本
の
繁
栄
を
見
て
い
る
こ
と
、
誠
に

感
無
量
な
も
の
が
あ
る
。
亡
き
戦
友
の
分
ま
で
も
と
働
き

続
け
て
五
十
有
余
年
、
光
陰
矢
の
ご
と
く
、
い
つ
し
か
八

十
歳
を
越
す
年
と
な
っ
た
。 

戦
争
を
知
ら
な
い
我
々
の
子
孫
に
、
二
度
と
味
合
わ
せ

て
は
な
ら
な
い
、
こ
の
貴
重
な
体
験
を
記
録
し
、
ま
た
ソ

連
と
い
う
国
は
い
か
な
る
国
か
？ 

を
永
く
後
世
に
留
め

お
く
こ
と
は
、
我
々
生
き
残
っ
て
帰
還
し
た
者
の
責
務
で

あ
り
、
犠
牲
に
な
っ
た
数
多
く
の
戦
友
達
に
報
い
る
供
養

で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
歩
ん

だ
青
春
の
体
験
を
若
い
人
の
価
値
観
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
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む
ず
か
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
々
の
育
っ
た
歴
史
的

背
景
を
理
解
し
、
戦
時
中
の
日
本
人
の
気
持
ち
を
知
る
こ

と
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。 

よ
く
よ
く
ソ
連
と
い
う
国
は
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
（
昭

和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
～
昭
和
二
十
一
年
三
月
）

を
一
方
的
に
破
り
、
参
戦
わ
ず
か
七
日
で
戦
勝
国
と
な
っ

た
。
そ
し
て
満
州
に
お
け
る
日
本
が
投
資
し
た
施
設
、
機

械
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
穀
物
に
至
る
ま
で
根
こ
そ
ぎ
持

ち
帰
り
、
我
々
を
欺
し
て
抑
留
さ
せ
、
強
制
労
働
に
駆
り

立
て
、
多
く
の
同
胞
を
犠
牲
に
し
た
。
こ
の
恐
る
べ
き
永

恨
の
爪
跡
に
つ
い
て
、
帰
国
の
際
、
運
よ
く
防
寒
外
套
の

裏
に
縫
い
つ
け
て
持
ち
帰
っ
た
メ
モ
帳
を
た
ど
り
な
が
ら

そ
の
体
験
を
ま
と
め
た
。 

 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
前
後
の
記 

昭
和
十
九
年
十
二
月 

初
年
兵
の
教
育 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

半
年
間
教
官 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

関
東
軍
直
轄
機
動
第
一
旅
団 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
二
連
帯
へ
転
属
（
吉
林
市
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

牡
丹
江
省 

黒
山
―
黒
營
―
狼
渓 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

―
豊
焼
地
域 

昭
和
二
十
年
六
月 

き
号
演
習 

 
 
 
 

 
 
 

 

東
満
国
境
地
帯 

 
 
 
 

 
 
 

 
(

労
黒
山
を
中
心
と
す
る)(

千
五
百
人) 

昭
和
二
十
年
八
月
五
日 

急
遽
陣
地
を
下
山 

 
 

〃 
 

八
月
七
日 

吉
林
の
部
隊
へ
帰
る 

 
 

〃 
 

八
月
九
日
未
明 

ソ
連
機
が
爆
撃 

日
ソ
開 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

戦 

 
 

〃 
 

八
月
十
日
朝 

出
動
命
令 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

一
日
中
出
動
準
備
（
六
百
人
） 

八
月
十
一
日
か
ら
公
主
領
に

て
旅
団
管
下
の
将
校
集
合
教

育
（
暗
号
） 



439 

 
 

〃 
 

八
月
十
一
日 

引
込
線
か
ら
敦
化
へ
出
発 

 
 

〃 
 

八
月
十
二
日 

敦
化
を
通
過
し
名
月
溝
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

到
着 

 
 

〃 
 

八
月
十
三
日 

旅
団
司
令
部
…
敦
化
市
内 

敦
化
市
を
中
心
に
東
方
地
区

か
ら
北
方
の
鏡
泊
湖
に
か
け

約
百
キ
ロ
の
範
囲
に
第
一
、

第
三
連
隊
が
陣
地
を
構
築 

我
が
第
二
連
隊
の
尼
崎
中
隊

他
二
カ
中
隊
は
、
名
月
溝
の

前
方
で
天
宝
山
北
側
山
麓
付

近
に
陣
地
を
構
築 

延
吉
方
面
か
ら
進
入
予
想
の

敵
戦
車
の
攻
撃
に
当
た
る
こ

と
に
な
っ
た 

夜
を
徹
し
、
タ
コ
壺
、
壕
掘

り 爆
雷
（
十
キ
ロ
）
、
手
投
弾
、

火
炎
瓶 

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日 

関
東
軍
指
令
部
戦
争
終
結 

吉
林
へ
撤
退
…
…
命
令 

 
 

〃 
 

八
月
十
八
日 

吉
林
へ
帰
還 

軍
馬
百
数
十
頭
に
つ
い
て
は

貨
車
の
都
合
が
つ
か
ず
二
百

数
十
キ
ロ
の
行
程
を
行
軍
に

て
帰
る 

指
揮
官
…
…
柿
田
少
尉
、
命

ぜ
ら
れ
る 

途
中
満
人
達
集
落
通
過 

日
本
惨
敗
に
喝
采
を
叫
び
爆

竹
を
鳴
ら
し
て
喜
ん
で
い
る 

 
 

〃 
 

八
月
二
十
四
日 

吉
林
郊
外
に
着
く 

ソ
連
の
機
動
部
隊
が
到
着

し
て
お
り
、
警
戒
が
厳
重

で
我
が
部
隊
に
合
流
で
き

ず 

 
 

〃 
 

八
月
二
十
五
日 

満
州
電
業
Ｋ
Ｋ
の
空
社
宅 

未
明
突
如
満
人
の
日
本
人
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財
産
掠
奪
襲
撃
に
遭
遇
し
、

三
人
の
兵
負
傷
す
る 

命
が
け
の
防
衛
…
乱
射
乱

撃 
昭
和
二
十
年
九
月
五
日 

 

沙
河
沿
飛
行
場
へ
辿
り
着
く 

吉
林
の
兵
舎
へ
帰
る
こ
と
な

く
、
着
の
身
着
の
ま
ま
生
死

の
境
を
彷
徨
し
な
が
ら
お
互

い
に
相
助
け
、
励
ま
し
て
の

行
軍 

東
満
各
地
域
か
ら
残
留
部
隊

集
結 

 
 

〃 
 

九
月
七
日 

 

武
装
解
除 

富
永
、
赤
鹿
兵
団
長
が
随
行

す
る
な
か
、
将
校
、
下
士
官
、

兵
に
区
分
し
収
容
と
な
る 

完
全
に
軍
隊
組
織
解
体 

 
 

〃 
 

十
月
中
旬 

 

各
地
で
暴
動
と
虐
殺
、 

抗
日
運
動
の
勝
利
に
鏡
泊
湖
、

沸
き
返
っ
て
い
た 

約
一
週
間
で
東
京
城
、
牡
丹

江
を
経
て
液
河
に
徒
歩
行
軍

（
二
百
十
キ
ロ
） 

 
 

〃 
 

十
一
月
三
日 

シ
ベ
リ
ア
へ
向
か
っ
て
出
発 

ソ
連
で
の
持
ち
物
検
査 

不
良
監
視
兵
の
品
物
強
奪

（
時
計
、
万
年
筆
、
革
製
品
） 

 
 

〃 
 

十
一
月
十
五
日 

イ
ル
ク
ー
ツ
ク 

一
日
停
車
、
機
関
車
を
取

り
替
え
た 

衣
類
の
蒸
気
消
毒
、
入
浴 

駅
の
構
内
…
女
子
の
駅
員

が
多
く
、
車
両
の
点
検
、

油
さ
し 

里
程
表 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク 

…
四
、
三
〇
〇
キ
ロ 

モ
ス
ク
ワ 
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…
五
、
五
〇
〇
キ
ロ 

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
（
北
欧
ロ
シ
ア
共
和
国
） 

タ
ン
ボ
フ
市
の
ラ
ー
ダ

ー
第
一
八
八
収
容
所
へ

着
く 

日
本
軍
側
総
隊
長
…
谷

参
謀 

第
三
大
隊
九
二
バ
ラ
ッ

ク
長 

北
爪
少
佐 

独
ソ
戦
当
時
の
急
増
バ

ラ
ッ
ク
兵
舎 

周
囲
四
キ
ロ
近
い
広
大

な
森
の
中
に
屋
根
だ
け

が
地
上
に
出
て
い
る
洞

窟
小
屋
（
ゼ
ム
リ
ヤ
ン

カ
） 

シ
ベ
リ
ア
の
広
大
な
大

地
（
大
雪
原
）
を 

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
、
オ

ム
ス
ク 

―
―
ウ
ラ
ル
山
脈
を
越

え
る 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
黒
土
地

帯 ―
―
ボ
ル
ガ
河
を
渡
る 

死
者
多
く
出
る 

冬
戦
争
…
物
凄
い
寒
気

の
襲
来 

栄
養
失
調
、
発
疹
チ
フ

ス
、 

霊
安
所
へ
死
体
の
山 

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
三
日 

病
人
キ
リ
ザ
ノ
フ
保
養
所 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

へ
転
送 

（
親
友
、
清
水
、
原
、
小

国
少
尉
も
転
送
） 

食
糧
…
質
量
と
も
、
極
め 

て
悪
く
、
一
日
黒
パ
ン
三 

〇
〇
グ
ラ
ム 
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そ
れ
に
、
朝
夕
カ
ー
シ
ャ

と
い
う
燕
麦
の
粥
か
、
高

粱
の
粥
が
飯
盒
の
蓋
に
七

分
程
度
、
時
に
は
、
塩
魚

か
豆
類
の
少
量
入
っ
た
ス

ー
プ 

砂
糖
、
岩
塩
、
少
々
で
あ

っ
た 

煙
草
…
週
に
一
回
マ
ホ
ル

カ
と
い
う
木
屑
の
よ
う
な

煙
草 

昭
和
二
十
一
年
六
月
上
旬 

タ
ン
ボ
フ
市
の
道
路
作
業 

昭
和
二
十
一
年
七
月
十
九
日 

ラ
ー
ダ
ー
収
容
所
を
出
発 

昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
三
日 

キ
ヅ
ネ
ル
駅
着 

モ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ク
ワ
東
北
七
百
キ
ロ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
支 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

線
） 

こ
こ
か
ら
八
十
キ
ロ 

三
泊
四
日
行
軍 

ヴ
ォ
ル
ガ
河
の
支
流
ガ

マ
河
沿
い
の
台
地 

昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日 

エ
ラ
ブ
カ
第
七
収
容
所 

（
タ
タ
ー
ル
共
和
国
カ

ザ
ン
地
区
） 

Ａ
、
Ｂ
ラ
ー
ゲ
リ
あ
り 

高
層
の
白
い
塔
と
寺
院

が
あ
る 

収
容
所
は
白
塗
煉
瓦
造 

元
将
校
専
用
の
施
設 

九
千
五
百
人
収
容
（
関

東
軍
全
部
二
万
人
将
校

の
半
分
） 

昭
和
二
十
一
年
八
月
四
日 

Ｂ
ラ
ー
ゲ
リ
編
成
完
了 

首
席
…
三
原
大
佐 

経
営
大
隊
に
編
入
さ
れ
る 

（
主
な
作
業
） 

森
林
伐
採
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の

農
場
作
業
、
筏
組
み
作
業 
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こ
こ
を
基
地
と
し
て
奥
地
へ

数
百
人
単
位
で
作
業
に
派
遣

さ
れ
る 

（
ボ
ル
シ
ョ
イ
ボ
ル
、
ク
ゼ

ル
タ
ウ
ン
、
カ
ザ
ン
等
） 

昭
和
二
十
一
年
九
月
中
旬 

ボ
ル
シ
ョ
イ
ボ
ル
へ
森
林
伐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

採
（
二
百
五
十
人
） 

昭
和
二
十
二
年
三
月
中
旬 

特
掃
班
に
編
入
さ
れ
る 

収
容
所
内
の
糞
尿
の
処
理
を

専
門
で
運
搬
す
る
作
業 

班
長
…
…
北
村
士
守
少
佐

（
広
島
県
福
山
市
出
身
） 

ソ
連
側
…
大
変
好
意
的
（
何

か
に
配
慮
） 

夏
は
荷
車
、
冬
は
ソ
リ 

部
屋
も
一
般
の
者
と
は
別
、

食
事
も
増
配
、
監
視
も
比
較

的
緩
和 

解
放
さ
れ
た
気
分
で
日
々
を

送
る 

ガ
マ
河
堤
防
近
く
に
一
日
三

往
復
（
十
人
一
組
） 

収
容
所
か
ら
約
三
キ
ロ
先 

特
掃
班
の
班
長 

深
沢
大
尉

の
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る 

昭
和
二
十
年
八
月
の
は
じ
め

第
三
十
四
軍
は
朝
鮮
軍
管
区

か
ら
関
東
軍
の
指
揮
下
に
移

っ
た
。
第
三
十
四
軍
下
の
第

一
三
七
師
団
の
師
団
長 

秋

山
義
兊
中
将
（
陸
士
二
十
期
） 

八
月
十
七
日
、
師
団
長
は
い

つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
様
子
で
、

三
原
参
謀
長
の
報
告
を
受
け

た
後
、
遥
拝
所
で
古
式
に
則

っ
て
割
腹
自
決
さ
れ
た
。
そ

の
時
介
錯
の
役
を
果
た
し
た

人
で
あ
る
。 
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深
沢
大
尉
は
師
団
の
高
級
副

官
で
あ
っ
た
。
純
白
の
布
で

ご
遺
骨
を
胸
に
抱
き
棒
持
し

て
い
た
。 

夏
の
夜
、
南
京
虫
に
攻
め
た

て
ら
れ
、
毛
布
を
か
つ
い
で

屋
外
の
涼
み
台
へ
避
難
す
る
。

そ
こ
で
、
星
空
を
仰
ぎ
な
が

ら
大
尉
は
介
錯
の
模
様
に
つ

い
て
真
相
を
語
っ
た
。
そ
の

時
は
じ
め
て
彼
の
苦
悩
の
深

さ
を
知
っ
た
。
毎
朝
毎
夕
、

リ
ュ
ッ
ク
か
ら
骨
箱
を
取
り

出
し
て
拝
ん
で
素
知
ら
ぬ
顔

を
し
て
い
た
。 

帰
国
し
た
ら
真
っ
先
に
京
都

の
閣
下
の
お
宅
を
訪
ね
て
ご

遺
骨
と
辞
世
を
奥
様
に
お
届

け
す
る
つ
も
り
だ
と
言
っ
て

い
た
。 

何
回
も
持
品
検
査
の
た
び
に

取
り
上
げ
ら
れ
そ
う
に
な
り

胆
を
冷
や
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
長
い
抑
留
期
間
中
守
り

通
し
た
彼
の
心
労
は
並
大
抵

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。 

彼
の
人
柄
を
偲
び
な
が
ら
深

い
敬
慕
の
念
を
こ
め
て
印
象

深
い
も
の
が
あ
る
。 

昭
和
二
十
二
年
七
月
一
日 

待
望
の
日
本
か
ら
の
来
信 

二
五
九
通
の
内
、
我
に
も
来

信
あ
り 

国
際
赤
十
字
社
の
斡
旋
に
よ

り
俘
虜
用
往
復
は
が
き
（
ス

イ
ス
経
由
）
の
返
書 

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日 

二
十
時
頃 

オ
ー
ロ
ラ
（
北
極
光
）
を
見
る 

昭
和
二
十
二
年
十
月
四
日 

ダ
モ
イ
情
報 
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〃 
 

 

十
月
八
日 

エ
ラ
ブ
カ
を
出
発 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
十
一
日 

キ
ズ
ネ
ル
駅
着 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
十
二
日 

キ
ズ
ネ
ル
駅
発 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

極
東
に
向
か
う 

 
 

 
〃 

 
 

十
月
十
八
日 

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
駅
着 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
二
十
三
日 

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
駅
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

入
浴
、
衣
類
熱
気
消
毒 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
二
十
四
日 

バ
イ
カ
ル
湖
畔 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
二
十
五
日 

チ
タ
駅
着 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
三
十
日 
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
着 

 
 

 

〃 
 

 

十
月
三
十
一
日 
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
駅
着 

 
 

 

〃 
 

 

十
一
月
一
日 

ナ
ホ
ト
カ
港
着 

ナ
ホ
ト
カ
収
容
所
に
て
最

後
の
民
主
教
育
（
三
日
間
） 

極
め
て
印
象
悪
し 

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
三
日
十
七
時 

ナ
ホ
ト
カ
港
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

復
員
船
栄
豊
丸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
六
、
五
〇
〇
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ン
） 

 
 
 

〃 
 
 

十
一
月
六
日
十
時 

函
館
港
内
に
入
港 

 
 
 

〃 
 
 

十
一
月
十
二
日
七
時 

上
陸
…
…
函
館
千 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

代
ヶ
岡
入
寮
す
る 

 
 
 

〃 
 
 

十
一
月
十
四
日
十
二
時 

解
散 

 
 
 

〃 
 
 

十
一
月
十
五
日 

 

東
京
下
車 

占
領
軍 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
） 

 
 
 

〃 
 
 

十
一
月
十
八
日
十
七
時 

鳥
取
へ
帰
る 

 ○
戦
争
は
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
、
ソ
連
は
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
に
乗
せ
て
遠
く
我
々
を
連
れ
て
行
っ
た
の
か
？ 

一
、
五
カ
年
計
画
を
遂
行
す
る
労
働
力
が
欲
し
さ
で

あ
る
。 

二
、
第
二
次
大
戦
で
の
戦
勝
を
誇
示
す
る
た
め
で
あ

る
。 

 ○
ボ
ル
シ
ョ
イ
ボ
ル
で
の
森
林
伐
採
作
業
（
昭
和
二
十
一

年
九
月
中
旬 

二
百
五
十
人
） 

作
業
現
場
は
、
収
容
所
か
ら
山
の
手
の
方
へ
約
四
キ
ロ

の
距
離
で
あ
っ
た
。 



446 

二
十
一
年
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
約
三
カ
月
間
の
作
業

で
あ
っ
た
。 

作
業
道
具
…
…
二
人
引
き
の
ノ
コ
と
斧
で
の
作
業 

木
を
切
り
枝
を
落
と
し
、
二
・
五
メ

ー
ト
ル
に
切
り
、
高
さ
が
一
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
に
積

む
。
そ
れ
が
ノ
ル
マ
で
二
人
の
共
同

作
業
で
あ
っ
た
。
天
候
が
悪
く
、
気

温
が
氷
点
下
三
〇
度
以
下
に
な
り
、

吹
雪
で
も
来
れ
ば
作
業
は
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
。 

 

ノ
ル
マ
が
一
〇
〇
％
消
化
で
き
ず
、
食
料
の
減
じ
ら
れ

る
こ
と
し
ば
し
ば
、
余
り
に
も
給
与
の
悪
さ
に
抗
議
の
た

め
、
全
員
が
一
時
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
し
た
。
こ
の
責
任
を

問
わ
れ
、
工
藤
大
尉
が
隊
員
の
責
任
を
一
人
で
と
り
刑
務

所
へ
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
苦
役
を
科

せ
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。 

 

こ
の
三
カ
月
間
に
、
手
、
足
、
耳
、
鼻
が
凍
傷
に
な
っ

て
、
切
り
捨
て
た
人
も
数
十
人
で
あ
っ
た
。 

○
収
容
所
内
で
の
赤
化
運
動
に
つ
い
て 

 

昭
和
二
十
二
年
の
春
、
し
ば
ら
く
帰
国
で
き
そ
う
に
な

い
頃
、
共
産
主
義
の
理
解
者
た
ち
が
自
主
的
な
形
で
学
習

を
始
め
た
。 

 

収
容
所
に
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
と
い
う
女
性
の
政
治
部

中
尉
が
、
上
手
な
日
本
語
で
ラ
ー
ゲ
リ
を
切
り
廻
し
、
特

務
機
関
員
、
憲
兵
、
警
察
官
等
、
彼
女
が
狙
っ
た
者
は
、

決
し
て
見
逃
す
こ
と
な
く
片
っ
端
か
ら
情
報
網
に
よ
り
釣

り
上
げ
た
。 

「
日
本
新
聞
」
…
…
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
発
行 

日
本
人
向

け
思
想
教
育
新
聞
）
…
…
民
主
化
運
動
を
盛
り
上
げ
る 

 

主
な
内
容
（
天
皇
制
の
罵
倒
、
財
閥
や
地
主
ら
の
搾
取

の
実
態
、
軍
閥
に
対
す
る
批
判
）
…
…
共
産
主
義
の
洗
脳

教
育 

「
壁
新
聞
」
…
…
赤
軍
政
治
部
の
勧
め
で
新
聞
班
が
生
ま

れ
る 

 

毎
夜
、
各
棟
に
オ
ル
グ
で
民
族
解
放
、
民
主
化
運
動
の

洗
脳
教
育
の
話
あ
り
。
新
聞
班
は
赤
軍
は
赤
軍
公
認
の
衣

を
ま
と
っ
て
登
場
し
、
共
産
主
義
へ
の
転
向
を
呼
び
か
け
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て
歩
き
廻
る
。
同
調
す
る
ア
ク
チ
ブ
（
日
本
人
活
動
家
）

呼
応
し
、
拍
手
を
し
な
い
者
は
、
反
動
分
子
と
し
て
糾
弾

さ
れ
、
運
動
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
掲
示
板
の
日
本
新

聞
に
日
本
の
国
体
の
悪
口
を
書
い
た
記
事
の
批
判
め
い
た

話
を
し
た
若
い
大
尉
（
陸
士
出
身
）
…
…
朝
の
点
呼
時
、

ソ
連
に
連
行
さ
れ
る
。 

そ
れ
か
ら
は
、
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
主
義

…
…
何
事
も
な
く
…
…
御
身
大
切
に
で
あ
る
。 

  

終
わ
り
に 

 

戦
争
と
い
う
も
の
は
極
め
て
悲
惨
な
結
果
を
残
す
も
の

で
あ
る
。 

 

平
成
の
今
日
ま
で
、
満
州
の
各
地
か
ら
戦
争
孤
児
が
父

母
や
肉
親
を
探
し
に
日
本
へ
や
っ
て
来
て
い
る
。
戦
争
の

傷
あ
と
は
余
り
に
も
深
く
、
余
り
に
も
悲
し
い
。
一
日
も

早
く
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
っ
て
や
ま
な
い
が
、
今
な
お
、
イ
ラ
ク
や
中
近
東
の
諸

国
で
戦
火
の
消
え
な
い
の
は
残
念
で
悲
し
い
限
り
で
あ
る
。 

最
後
に
、「
異
国
の
丘
」
や
「
岸
壁
の
母
」
の
歌
を
聞
く
た

び
に
、
異
国
の
地
で
、
祖
国
の
空
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
亡

く
な
ら
れ
た
戦
友
た
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

  




